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NPO 法人 森づくり奈良クラブ  ＜会報 70 号＞    平成 30 年 4 月 12 日発行 

                           事務局： （公財）奈良県緑化推進協会内 

〒630-8301 奈良市高畑町 1116-6 

TEL 0742-24-0200  FAX 0742-24-2110 

メールアドレス： gvnc@nifty.com 

ホーム ページ： http://gvnc.eco.coocan.jp  

●主な活動の記録 （1月～3月） 
1 月 13 日(土）  定例活動  矢田山遊びの森 

本年最初の定例活動を行った。本日の参加者は 16 名。天候が気がかりでしたが新年はじめの活動を祝う

かのような好天に恵まれ「年始の会」はじめ予定の活動を滞りなく終えることが出来た。年の初めのあわ

ただしい中ではあったが、法人登録関連書類提出の関係で 12 月の総会で信任された理事 6 名（再任 4 名

新任 3 名・内 1 名欠席）で最初の理事会が開かれ、理事長に鈴木秀位、副理事長に岡本治男、奥村伸一、

お楽しみ部会長として海老澤千津子の各理事を選任、他の役割分担については次回理事会で協議する事を

決議した。10 時朝会でスケジュール説明の後、年末に時間の都合で不十分だった倉庫の整理・機材の点検

と機器類のリスト作りを手分けして行った。11 時半から大釜の下での焚火を囲んで「新年始め式」のため

に女性の皆さんに用意して頂いた甘酒で奥村副理事長の音頭のもと、これからも”安全作業と楽しい活

動”が出来る事を願って乾杯した。午後には緑の募金事業・もみじ谷で間伐した材をシイタケ銀行で使用

すべく搬出作業を行い、14 時 30 分本日の活動を楽しく終えた。峠池が薄氷で一面覆われ、一羽だけ残っ

たアヒルが寒そうに佇んでいた。 

    
         新年始め式             材の搬出        凍った池 

 

1 月 27 日(土） 定例活動  矢田山遊びの森 

前日の雪が残っている矢田山へ通じる道路が所々凍結し、諸車徐行をよぎなくされた。本日の作業は、植

栽地の草刈りを予定していたが、途中の坂道が雪と凍結で危険なため中止。代りにシイタケ銀行の柵用に

前回モミジ谷から搬出したヒノキの皮むき作業を、かじかんだ手に息を吹きかけながら行った。 

朝会では、会員の紹介で、初参加の元気な自転車（マウンテンバイク）ギャルの入会挨拶があり、寒さが

和らいだ気がした。 参加者 11 名。解散後理事会開催。 

・法務局届け出の日にちの整合性を持たせるため、先の理事会決定の再確認 

・理事の任務分担 機器担当 奥村、 燃料担当 奥 

・FV 連曽爾村での研修会参加費、前年同様 5,000 円に決定 

       
    参加者               ＝＝皮むき作業＝＝ 

  

2 月 4 日（日） 自主活動  矢田山遊びの森 

気が付けばもう 2 月、1 月はあっと言う間に終わってしまった感じ。 

本日は好天に恵まれ、林野庁の「森林・山村多面的機能発揮対策助成事業」として、みんなの森で林内整

備・除伐を行った。今回事業予定地の終点、ポイント 700 から 600 に向かって作業。14 時半に現地での作

業を終えた。参加者 8 名。  
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2 月 10 日（土） 定例活動  矢田山遊びの森 

参加者 18 名。「緑の募金」公募事業”モミジ谷での間伐と環境整備。間伐材を椎茸銀行の柵の補修に活用

するため、前回までに伐倒してきたヒノキ材を管理道まで引出し、女性陣を中心に皮むき作業をし、軽ト

ラを使い数回にわたって椎茸銀行まで搬送。間伐、搬出したことによって林内は明るくなり、ハイキング

道からの景観は、谷川にまだ朽木が残るものの見違えるようになった。次回活動では、これら清流にある

朽木を整理する予定。 

今日は女性陣の参加もあってか活動に活気が見られた。空模様が怪しくなってきたので、午後は機器の整

備にあてた。 

     
   皮むき作業       搬出作業              整備が進む 

 

2 月 21 日（水）  自主活動  矢田山遊びの森 

林野庁助成事業「森林・山村多面的機能発揮対策事業」で、みんなの森を参加者 8 名が 2 班に分かれて作

業。1 班は頂上展望台へつながるハイキング道分岐部付近の枯損木の伐倒、2 班はそこから西側に進み、

大伸社の森手前の斜面を中心に人工林に繁茂した雑木を伐倒、笹刈りを行った。時間の都合で、伐倒した

枯損木の処理が少し残ってしまった。好天に恵まれ、気持ちの良い汗を楽しめた。 

    
                  ＝＝作 業 風 景＝＝ 

 

2 月 24 日（土）  定例活動  矢田山遊びの森 

参加者 15 名、天気良好。みんなの森植栽地整備を実施。伐倒された枯損木が植栽地の桜の近くに倒れ込

んで景観を阻害しているので、これを除去した。一方女性陣は椎茸銀行用柵材の整理を担当。解散後の定

例理事会で、 

・「緑の募金」他、本年度の公募事業の応募事業 

 前年度と同様、県県緑推推薦で、モミジ谷の間伐・整備 

 FV 連の緑と水の森林ファンド―曽爾村でのリーダー研修（担当：奥理事、補佐：平武） 

・損保ジャパンからの助成金の使途―安全装備（チェンソ―用パンツ 4 組）の購入 

・草木染め講習会 3 月 10 日受講 

・生垣の消毒―山本監事 

・花見は、4 月第二土曜の定例活動日、緑の募金街頭募金活動（近鉄奈良駅前と重な るため、第四土曜    

日とする。 

    
  参加者一同           ＝＝枯損木の処理作業＝＝ 

 

3 月 1 日（木）  研修イベント 毎日新聞取材  曽爾村 
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この月、17～18 日 FV 連主催の「緑と水の森林ファンド」助成事業、曽爾村でのリーダー研修会に関し、

同新聞社より取材申し入れあり、平武・奥両理事が曽爾村で漆ぬるべ会松本会長と共に対応、6 日の朝刊

奈良版に掲載された。 

 

3 月 4 日(日)  自主活動  矢田山遊びの森 

みんなの森植栽地の南側での林内整備・除伐・枯損木の処理を実施。 

 

3 月 10 日（土）  定例活動  矢田山遊びの森 

17 名参加。午前中「緑の募金」助成事業で、モミジ谷の環境整備を実施。人工林内で伐倒した間伐材の整

理と谷川に倒れて流れを堰き止めて形になっていた朽木を除去し、景観を回復させた。あわせて前回まで

に運びきれなかった柵材 30 本余りを椎茸銀行まで軽トラで運び上げた。運び終わる頃には、腕や肩に痛

みがはしった。 

午後には、皮むき作業を行い、全員ケガも無く活動を終えた。この日女性 4 名は、草木染め研修会に参

加。 

     
            ＝＝間伐材の搬出作業風景＝＝ 

 

3 月 17 日～18 日  リーダー養成の研修会と山村交流  曽爾村塩井 

奈良県森林ボランティア連絡協議会主催による「緑と水の森林ファンド」（国土緑化推進機構）公募事

業。他の 3 団体と共に参加。当クラブよりの 8 名を含め 15 名が定刻に参集。曽爾村「漆ぬるべ会」の皆

さんのご指導で、今回で 5 回目となる活動、好天の下 2 日間にわたり実施。 

一日目は、間伐と竹林整備とに分かれての作業。 

・間伐作業 

 昨年に続き、区有林のヒノキの間伐を 3 手に分かれての作業に先立ち、間伐するヒノキの選木方法の説    

明を、地元の指導者から受け、テープ巻きを行う。午前中は 林道の上側の比較的細い木を、ロープ掛 

けを行い、基本に忠実に、かつ安全に注意 しながら伐倒していった。午後はチルホールの使用方法を 

学ぶため、胸高直径 30 ㎝ 強で掛り木となるヒノキと、大径木のスギをチルホールとクサビを使用し 

伐倒し、玉切りまで行った。 

・竹林整備 

 道路わきの竹藪と漆の傍の竹林整備の 2 ヶ所に分かれての作業。漆近くの竹林では前回に漆を採取した 

あとの木を見ることが出来た。 

いづれの作業も、地域の方々との協同で予定通りスムーズに終えることが出来た。 

夕刻戻った宿舎で、同村「地域おこし協力隊」のメンバーでうるし部門担当の並木美佳さんに、一時間に

わたって、いま取り組んでいるうるしの”工芸品”製作や商品化への取り組みについての講演。 

この後、全員で夕食をはさんで楽しく交流を深めた。 

18 日は、9 時から塩井集落センターで「地域おこし協力隊」で森林部門担当の加藤景三さん、渡利晃輔さ

んの”曽爾村での森林活動”での取り組みについての講演のあと、作業現場に案内して頂き、うるし植栽地

の生育状況を視察。その後、同村が新しく村おこしとして取り組んでいる「地域の産米を使った焼酎工

房」を視察。製品のおいしい甘酒を頂き今回の日程を終え、昼に宿舎に戻り、終了式。なお上記の焼酎

は、この日仕込みが始まり、6 月下旬から 7 月初めには製品化され、予約も可能とのこと。 

今回の活動に関しては、3 月 6 日の毎日新聞で行事予定を又、3 月 19 日の読売新聞には活動状況を記事化

して下さり、その記事を読んでの参加もあった。(感謝） 
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           ＝＝ 作 業 風 景 ＝＝              うるし採取あと

      
    ＝地域おこし協力隊による講演＝       うるし工房見学     焼酎工房見学 

 

3 月 24 日(土）  定例活動  矢田山遊びの森 

嬉しいことに 2 名の新規加入あり。一名は会員の長男あとはその友人。二人の若さと力強さのお蔭か、み

んな楽しく作業が出来た。参加者 16 名。 

午前中は、野鳥の森植栽地で下草刈り、サクラや柿の木に絡まったツルの処理、剪定、倒れた枯損木の処

理を行う。午後には、4 月の第四土曜日に行う予定の、頂上展望台で倒れかかっているサクラを起こす作

業につかう鳥居型支柱の製作とシイタケ銀行の柵に使う材の皮むきを行い楽しい汗をかいての作業を 14

時半に終えた。 

恒例の 4 月第二土曜日の花見会、県緑化推進協会の「緑の募金活動」と重なる為、今年は第四土曜日の定

例活動で頂上展望台の作業時に行うこととなった。当日は、お楽しみ部会の皆さんによって”焼きそば”を

作って頂くことになっている。お楽しみに！！ 

     
  野鳥の森整備      枯損木の処理        皮むき       参加者一同 

 

＊＊県景観・自然環境課作成のホームページに、当クラブの活動が紹介されています。 

下記要領にて、覗いてみて下さい。 

http://www3.pref.nara.jp/syokusai/  を開き、“探訪ならの彩りさん！”を 

クリックすると、上段真中に、クラブの写真（「永遠の森」植樹祭の集合写真）あり、 

この写真をクリックすると、理事長はじめ、写真入りの記事が展開します。＊＊ 

「緑の募金」街頭募金活動と花の苗配布に参加を！ 

4 月 14 日（土）街頭募金活動 

        近鉄奈良駅前行基菩薩広場 

        9 時～12 時 

4 月 29 日（祝）花の苗配布 

        馬見丘陵公園（北口）大テント下 

        9 時～12 時 

主 催：（公財）奈良県緑化推進協会      

http://www3.pref.nara.jp/syokusai/

